
改善方策

１０月 ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

・基礎・基本定着状況調査
タイプⅠの平均通過率 80% 82% 82.9% 103.6% A

○【基礎・基本　3教科平均＋ 8.9】【標準学力テスト国76.2（＋
3.5）　算75.7（＋2.8）　理67.6（－3.9）　平均73.2(＋1.4)　】【単元
テスト　国87.2　算82.4　平均84.8　】
○国：書くこと　事柄の順序に沿って，接続詞を適切に使って書
くこと，目的や意図に応じて書くことに課題。
○算：量と測定　筋道を立てて考え，自分の考えや解決方法を
説明することに課題。

〇国語：書き方を示し，明確なめあてに沿って，条件（段落・
字数など）付きの文章を定期的に書かせる。
〇算数：ホワイトボードを活用し，自分の考えを図や式，こと
ばを使って書かせて説明する指導を重ねる。
〇ドリルタイムで基本的な学習補充と個別指導を継続す
る。

4 　

・児童と職員アンケート肯
定的評価
・チャレンジウィークでの保
護者アンケートによる達成
率

80% 120% 115% 143.8% A

○【児童のアンケート】：10月[平均96.6%]】→　２月（学習時間（低中高
100％）自主学習（87.2%【平均93.6%】
○【職員アンケート】:１０月やりきる→75％，毎日する→100％自主学習
→25%[平均66.7%］（2月やりきる→83.3％，毎日する→100％ 自主学習
→83.3%）[平均88.9%］
○【保護者アンケート】10月：家読：[平均97.2％］２月家読：（92.2％）家
庭学習をしている（96.8%【平均94.5%】
92.3%

○学習時間は全学年目標を達成できている。自主学習も個人差はあ
るものの10月に比べ意識し取組む児童も増えた。

○保護者と連携を取りながら，家庭学習が確実にできるように進
めていく。

○学年に応じた自学ができるようになっているが，予習を定着させ
るために，わかりやすく次時の予告などをして，予習につなげてい
く。来年度は高学年は「本ＧＯノート」を活用する。

○家読は個人差が大きい。読書の定着化のために，低学年を中
心に読み聞かせを呼び掛ける。

4 　

・実施回数 100% 100% 100% 100.0% A

○１学期２回,  ２学期２回,  ３学期２回, 全児童の 国語と算数の
ノートを持ち寄り，職員同士で交流を行った。本時のめあては
「活動」ではなく「その時間につけたい力」につながるものでなけ
ればならないことを確認した。
○ノート交流を行うことで，自分の授業改善につなげている。今
後は児童のノートを掲示して，児童の意欲につなげていくことが
課題である。

○来年度は算数科を中心に，毎学期に２回以上，計画的に
ノート交流を実施できるよう，研修を継続する。
○手本になるノートや作品は，ノート交流後に掲示して全児
童に紹介する。 4 　

◎元気の出る挨拶と返事がで
きる。

・児童と保護者・地域アン
ケート肯定的評価

90%
挨拶88.8%
返事79.4％
平均84.1％

挨拶
90.0%
返事

71.5％
平均

84.1％

挨拶
100%
返事

79.4％
平均

93.4％

B

○（児童アンケート）【平均90.0%】（低学年95%　中学年90%　高学
年87%）（職員アンケート）【平均60.0%】
　
○挨拶は自分からすることに課題がある。また，子どもたちは出
来ていると思っても職員の評価と隔たりがあるため，子ども達の
意識を高めていく取組を継続する。元気のいい返事をすること
に課題があり，継続して指導する。

○自ら挨拶することが当たり前になるように，家庭への啓発
やこだわりを持った指導を継続する。段階的な目標を設定
し，肯定的評価を重ねながら取組んでいく。
○全校が集合する場を捉えて元気な返事や気持ちのいい
挨拶ができた児童を評価することを継続する。 4 　

○集中して掃除をやりきる。
・児童と職員アンケート肯
定的評価

80% 80.8% 94.3% 117.9% Ａ

○【時間を守ってすみずみまで掃除をする　達成率76.8％】
(おそうじじょうずで賞1月受賞者)【達成率90.0％】
（児童アンケート）【平均88.6％】
（職員アンケート）【平均86.5％】
○担当者の推薦をもとに，上手に掃除ができた児童や班を「お
そうじじょうずで賞」で評価し，掃除への意欲を高めることができ
た。
○なかよし班の担当職員が一緒に掃除をしながら指導すること
で一生懸命掃除に取組む児童が増えてきている。

○掃除に意欲的に取組む姿勢が見えてきている。

○「おそうじじょうずで賞」の班バージョンも作って表彰する
ことを続け，意欲の維持向上を図る。

○掃除時間に班の担当者が掃除場所を巡回し，指導する
ことを継続する。

　

健
や
か
な
体

進んで体力向上に取り組
む。

○「体力・運動能力調査」５割
の種目を全国平均以上にす
る。

・スポーツテストの結果を６
月と２月を比較して向上し
た種目

５種目
以上 66.7% 63.4% 60.0% C

○2月に行った体力テストで，1・2年生男子は反復横跳び，長座
体前屈，握力，５０m走，立ち幅跳びの５種目で全国平均を上
回った。女子は２～４年生で反復横跳び，長座体前屈，握力の
３種目で平均を上回り１年生女子も４種目で平均以上となった。
○５，６年ではほとんど種目で平均以下となった。記録更新に向
けて意欲を高められなかったことが課題である。

○低学年では，体育の時間に行ったサーキット運動の工夫
により，効果が表れた。このため職員の共通理解のもとに３
～６年においてもサーキット運動に取組み，体力の向上に
努める。
○水泳記録会，なわとび大会，マラソン大会等に向けて，，
カードを利用し一人一人にしっかり目標を持たせたことは効
果的であった。継続して活用する。

信
頼
さ
れ
る
学
校

感謝の心を持ち，円滑に
学校統合を進める。

◎統合準備を計画的に組織的
に行う。

・職員，保護者，地域アン
ケート肯定的評価 80% 　 100.0% 100.0% A

○7・8月2回，4部会に分かれて統合準備会を持った。9月低中
高に分かれて3校合同で社会見学を実施し児童の交流が図れ
た。2学期低中高で3校合同の外国語活動を実施した。また高学
年は合同の陸上記録会，民泊体験学習会を実施した。

○小学校統合準備スケジュールに合わせ研修部・生徒指導部・
保健安全部　特支援教育・（教務）等で教育計画作成の準備を
進めている。

○地域の方の協力を得る中北方小閉校記念事業実行員会を持
ち，閉校に向けての準備を進めている。

〇小学校統合準備スケジュールに合わせ研修部・生徒指
導部・保健安全部　特支援教育・（教務）等で教育計画作成
の準備を進める。来年度3校の研究教科を算数にする。

〇児童の学習規律，生活習慣等の共通課題を整理する。

○地域，ＰＴＡと相談，協議をし，閉校事業を計画的に実施
していく。

4 　

　・子どもたちに，
しんどい思いをさ
せないことがまず
一番である。
・少人数の中で満
足しないよう，統合
してもがんばって
ほしい。

　 　 　

平成２６年度　　学校評価表 （　中間　 ・ 　最終　） 三原市立北方学校(21)

ａ　学校教育目標  夢に向かって　かかわり合いながら　伸びていく子どもの育成
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
　　　　　　　自分を愛し，夢を語る児童の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　　　　　　　・確かな学力を身につける学校　　　　　　　　　　・ふるさとを愛し，感謝の心を育てる学校
　　　　　　　・保護者や地域の信頼に応える学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策 ｆ　評価項目・指標
ｇ

目標
値

ｉ
達成度

・登校時など，出
会ったら必ずあい
さつをしてくれる。
よくしていると感じ
る。
・意欲を持って取り
組むよう，個別に
話をすることも大
切だ。

○意欲を高める評価方法を工夫する。
○点検表を利用し，振り返りをさせる。

ｊ
評価

ｋ
結果と課題の分析

改善方策

評価

コメント

○基礎・基本タイムやドリルタイムを実
施し，学期１回確認テストで達成率を８
０％以上にする。

　・学力をいかに
定着させるか，基
礎・基本を身につ
けさせたい。
・感性を高めるた
めにも，読書が大
切である。テレビ
やマンガで育てる
のではなく，読書
が今の時代だから
こそ，非常に大切
だ。
・少人数で目の行
き届くことはよい
が，子どもが求め
る前に手を出さな
いよう，教師が我
慢することも必要
だ。

○柔軟，腕，肩の運動等を準備運動に
取り入れ，体育の時間に実施する。
○毎朝3分間，マラソンまたは縄跳びを
する。

○地域や関係校と連携しながら，行事
や授業交流等を計画的に行う。

○家庭学習で，学習時間（低３０　中４０
高６０分）を定着させるための評価と改
善を行う。

○書く力を高めるために，ノート交流を
学期2回以上実施し，掲示して意欲を高
める。

豊
か
な
心
の
育
成

思いやりの心を育て，社
会的なルールやマナーを
身につける。

○意欲を高める評価方法を工夫する。

確
か
な
学
力

学習意欲を高め，基礎・
基本の学力を高める。

◎「基礎・基本」定着状況調査
（タイプⅠ）平均通過率を８０％
以上，３０％未満の児童を０％
にする。

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。


